
上
田
博
・
瀧
本
和
成
編

『
明
治
文
芸
館
』
Ⅳ
Ｉ
別
世
紀
初
頭
の

文
学
「
明
星
」
創
刊
と
そ
の
時
代
ｌ

田
邉
匡

（
本
学
非
常
勤
講
師
）

本
書
の
特
色
の
一
つ
は
、
「
明
治
文
学
」
で
は

な
く
「
明
治
文
芸
館
」
と
銘
う
っ
た
と
こ
ろ
に

示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
十
九
世
紀
と
二
十
世
紀
に
ま
た
が
る

時
代
社
会
を
一
つ
の
「
明
治
空
間
」
と
し
て
把

握
し
、
あ
く
ま
で
も
日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
捨

て
ず
、
「
和
魂
洋
才
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
近
代
国
家

を
築
い
て
い
く
中
で
、
文
学
と
社
会
的
事
象
、

出
版
動
向
等
を
テ
ー
マ
に
「
論
叢
」
「
研
究
ノ
ー

ト
」
は
無
論
の
こ
と
、
「
作
家
と
作
品
」
「
資
料

篇
」
「
資
料
館
案
内
」
更
に
は
活
動
写
真
館
、
建

築
、
演
劇
界
ま
で
も
網
羅
し
た
「
明
治
の
森
」

と
多
岐
に
わ
た
り
、
全
体
と
し
て
「
文
芸
館
」

を
散
策
す
る
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
あ
た

り
は
、
従
来
の
い
わ
ゆ
る
明
治
文
学
史
と
は
ひ

と
味
違
っ
た
費
沢
な
趣
さ
え
漂
う
内
容
と
な
っ

て
い
る
。

特
色
の
二
点
目
は
、
二
十
名
を
越
え
る
執
筆

者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
大
学
の
非
常
勤
講
師
や
、

大
学
院
生
と
い
っ
た
三
、
四
十
代
の
研
究
者
で

占
め
ら
れ
て
い
て
、
本
文
の
随
所
に
若
手
ら
し

い
ざ
ん
新
な
見
解
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

更
に
も
う
一
点
つ
け
加
え
る
と
す
れ
ば
、
与

謝
野
鉄
幹
に
よ
っ
て
東
京
新
詩
社
か
ら
「
明
星
」

が
創
刊
さ
れ
た
の
が
明
治
三
十
三
年
（
一
九
○

○
）
四
月
で
あ
り
、
そ
の
翌
年
八
月
に
は
晶
子

の
『
み
だ
れ
髪
』
が
出
版
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、

そ
れ
か
ら
丁
度
百
年
後
の
二
十
世
紀
の
終
り
の

年
に
照
準
を
合
せ
る
か
の
よ
う
に
、
実
に
タ
イ

ミ
ン
グ
よ
く
こ
の
本
が
出
版
さ
れ
た
と
こ
ろ
に

意
義
深
い
も
の
を
感
じ
る
の
は
、
私
一
人
だ
け

だ
ろ
う
か
。

（
嵯
峨
野
書
院
全
五
巻
シ
リ
ー
ズ
の
第
一
回

配
本
一
九
九
九
年
十
一
月
二
二
○
頁

本
体
価
格
二
、
○
○
○
円
）

中
川
成
美
・
長
谷
川
啓
編

『
高
橋
た
か
子
の
風
景
』
村
田
裕
子

高
橋
た
か
子
を
語
る
こ
と
の
困
難
さ
は
、
彼

女
の
属
性
が
彼
女
と
そ
の
小
説
を
規
定
し
て
し

ま
う
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
は
彼
女
が
高
橋
和
巳

の
妻
で
あ
り
、
女
性
作
家
で
あ
り
、
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
彼
女
と
そ
の
小

説
が
読
む
前
に
既
に
読
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
と
い
う
不
幸
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
ま
た

〈
日
本
近
代
文
学
〉
と
い
う
領
域
で
読
み
込
ま

れ
て
き
た
無
数
の
作
家
た
ち
に
つ
い
て
も
同
様

で
あ
る
。
文
学
と
い
う
限
定
さ
れ
た
領
域
に
お

い
て
ひ
と
り
の
作
家
を
分
類
す
る
こ
と
で
、
ひ

と
つ
ひ
と
つ
の
小
説
と
読
書
と
い
う
行
為
の
意

味
は
こ
ぼ
れ
落
ち
て
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

十
人
の
気
鋭
の
執
筆
陣
に
よ
る
初
め
て
の
高

橋
た
か
子
論
集
で
あ
る
本
書
は
「
統
一
的
な
批

評
の
視
点
を
定
め
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
読
み
の
可

能
性
を
こ
こ
ろ
み
た
」
こ
と
で
、
読
み
の
限
定

六
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福
田
晃
・
岩
瀬
博
・
渡
辺
昭
五
編
『
在
地
伝
承
の
世
界
・
西
日
本
（
講
座
日

本
の
伝
承
文
学
第
八
巻
）
』
（
二
○
○
○
年
三
月
三
弥
井
書
店
）

小
林
美
和
『
平
家
物
語
の
成
立
』
（
二
○
○
○
年
三
月
和
泉
書
院
）

福
田
晃
・
荒
木
博
之
編
『
巫
蜆
・
盲
僧
の
伝
承
世
界
（
第
一
集
）
』
（
一
九
九

九
年
一
○
月
三
弥
井
書
店
）

村
上
美
登
志
編
『
中
世
軍
記
文
学
選
』
（
一
九
九
九
年
一
○
月
和
泉
書
院
）

木
村
一
信
編
『
戦
時
下
の
文
学
（
文
学
史
を
読
み
か
え
る
４
）
』
（
二
○
○
○

が
回
避
さ
れ
て
い
る
。
第
一
部
は
、
高
橋
た
か
な
作
品
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
増
田
み
ず
子
氏
い
る
。

子
の
小
説
世
界
を
多
角
的
に
読
解
し
、
ジ
ェ
ン
は
自
ら
作
家
と
し
て
小
説
を
書
く
と
い
う
行
為
こ
の
よ
う
に
様
々
な
角
度
か
ら
の
読
解
は
、

グ
ー
、
小
説
の
形
態
、
宗
教
な
ど
と
か
ら
め
て
と
読
書
体
験
と
を
関
わ
ら
せ
な
が
ら
『
空
の
果
高
橋
た
か
子
の
作
品
を
通
し
て
「
小
説
を
書
く

論
じ
て
い
る
。
水
田
宗
子
氏
は
、
母
性
と
い
う
て
ま
で
』
論
を
展
開
し
て
い
る
。
長
谷
川
啓
氏
／
読
む
意
味
の
問
題
」
つ
ま
り
「
文
学
の
意
味
」

言
説
と
そ
の
内
面
に
隠
さ
れ
た
女
性
の
自
我
を
は
潜
在
的
な
「
内
な
る
魔
」
と
の
対
時
、
あ
る
に
つ
い
て
の
思
考
へ
と
導
く
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ

近
代
の
問
題
と
し
て
焦
点
化
し
、
そ
こ
か
ら
高
い
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
社
会
か
ら
の
逸
脱
、
脱
出
、
は
、
高
橋
た
か
子
の
小
説
自
体
が
圧
倒
的
な
力

橋
た
か
子
の
主
人
公
の
悪
意
や
罪
、
性
的
快
楽
越
境
」
と
い
う
観
点
か
ら
『
誘
惑
者
』
の
読
解
で
小
説
の
多
面
的
な
読
み
を
つ
ね
に
喚
起
さ
せ

の
追
求
の
意
味
を
読
み
解
い
て
い
る
。
鈴
木
貞
を
試
み
て
い
る
。
中
川
成
美
氏
は
『
装
い
せ
よ
、
る
か
ら
で
あ
る
。

美
氏
は
『
ロ
ン
リ
ー
・
ウ
ー
マ
ン
』
を
中
心
に
わ
が
魂
よ
』
に
描
か
れ
て
い
る
「
パ
リ
と
い
う
（
彩
流
社
一
九
九
九
年
一
二
月
二
三
八
頁

一
九
七
○
年
代
の
女
性
運
動
と
の
関
連
を
考
察
神
話
的
都
市
」
で
の
衝
復
を
、
「
小
説
と
い
う
形
本
体
価
格
二
五
○
○
円
）

し
て
い
る
。
第
二
部
は
高
橋
た
か
子
の
代
表
的
式
」
を
再
考
さ
せ
る
も
の
と
し
て
読
み
解
い
て

ｂ
■
、
、
Ｌ
■
ｑ
、
ｂ
■
、
、
Ｌ
■
可
、
Ｌ
■
ｑ
、
Ｅ
■
可
、
仏
■
ｑ
、
」
■
ｑ
、
且
■
ｑ
、
Ｌ
■
ｑ
、
Ｌ
■
ｑ
‘
、
Ｌ
■
ｑ
、
Ｌ
■
ｑ
、
Ｌ
■
ｑ
、
Ｌ
■
ｑ
、
Ｌ
■
■
、
Ｌ
■
ｑ
ｈ
Ｌ
■
ｑ
、
Ｌ
■
ｑ
、
Ｌ
■
ｑ
、
Ｌ
■
ｑ
、
Ｌ
■
ｑ
、
Ｌ
■
ｑ
、
Ｌ
■
ｑ
、
Ｌ
■
ｑ
ｈ
ｂ
■
可
も
Ｌ
■
可
、
Ｌ
■
ｑ
ｈ
Ｌ
■
ｑ
、
Ｌ
■
可
時
Ｌ
■
ｑ
、
』

年
二
月
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
）

本
号
で
は
一
九
九
九
年
一
○
月
か
ら
本
年
四
月
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
会
員

の
方
々
の
新
著
・
新
編
著
を
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
た
だ
し
書
評
・
新
刊
紹

介
欄
で
取
り
上
げ
た
も
の
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
期

間
内
で
他
に
ご
上
梓
さ
れ
た
編
著
書
の
ご
ざ
い
ま
す
方
は
ぜ
ひ
ご
一
報
下
さ

い
。
次
号
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●

六

九

者
Ｉ
Ｆ
野
佃
編
著
紹
介
一


